












































































priv a t e e r s
私椋船の
p r i v a t e e r s
乗組員達だと結論づけ，彼の２




ｃ ｏ ｌ ｄ ｌ ｙ
があっさりと終わらせるまで，できるだけこの郷愁を誘う回想に沿ってい
ｒｏｇ ｕ ｅ ｓ
た。彼の言うには，スコットランド人たちは，ゴロツキではなく，






























s h i p s
船舶や





imm e d i a t e l y
すぐさま「

















































ｓｅａ‐ｇａｔｅ ｃ ｌ ｕ ｍ ｓ ｙ
れが海の入り口を閉ざし，不器用な船の出港を妨げることなど，誰も分かっ
てはいなかった。この湾は，自然が作り出し，それでいて自然によって








cre s c e n t s
三日月を着けて，白いリネンの




















des i g n
計画に従って，まだ




















ｕ ｎ ｅ ａ ｓ ｙL a n d C o u n c i l l o r s
植民地評議員の






































c l e a r
整地し，

















































ｐ ｌ ａ ｎ ｔ ｅ ｄ
た。「ただの低湿地のためにいるのであって，守備を固めたり，植樹したり，




















ｇ ｒ ｅ ｅ ｎ
は，塩漬けではなく，嫌な匂いがしていた。入江で魚を釣ったり，家禽や猿
を仕留めたり，インディアンたちからプランテーンや果物を買ったりした


















Ｌ ａ ｎ ｄ ｓ ｍ ｅ ｎ
見習い水兵たちが亡くなったが，アダム・スコット１３）という残留聖職者が含
まれていた。悩める




















the day of issue
配給の日には，「あたかもヘントやブラッセルで













































































































































































































































































































Ｃａ ｒ ｅ ｔ Ｂ ａ ｙ
名の












































ヤ シ の 葉
し，その小屋のパルメットの屋根に落ちかかる雨音の下で夜間は身震いし，
陸上要員たちは船に横殴りに来るこの雨に身を切られるかに見えた。船長た





















































































































ｌ ｉ ｅ ｕ ｔ ｅ ｎ ａ ｂ ｔ
もやの中に停泊中なのを報告した。１名のフランス人太尉が
with a f lour ish
仰々しくセイン
ト・アンドルー号に乗船して来て，ペニクックに対して，自分は，ルイ国








f l e e t
艦隊
B a r l i a v e n t o
バラベント２５）は，あらゆるヨーロッパ人の
priv a t e e r s
私椋船に攻撃を加えるべくカ
ルタヘナで
f i t o u t
準備中で，その
































J a q u e
王様のお出ましを心待ちにしているように思われるから，彼






















t e n d e r s
補給船隊から編成されているとの知らせを携えた１隻の船を
送った。彼はすぐに視界から消えたが，明らかに恐怖の状態で，彼の



































































com p l a i n o f h i s f a c t i o n
派閥に対する不平，
この植民地に関する彼の説明が，彼の











i n t e r e s t e d
意図的な支援を
ｌａｎ ｄ Ｏ ｆ ｆ ｉ ｃ ｅ ｒ
得て，サミュエル・ヴェッチと２名のランドオフィサーを推薦したが，ペニ































e x t r a c t i o n
抽出することに同意すると言うので，彼のし
つこい小言に





















































counc i l o r s
彼らの妻たちのための
t r i n k e t s
装身具，アンブロシ
オが彼に捧げた鼻を飾る延板と




























ｃ ｒ ｅ ｗ ｓ
た。１２月２３日の夕方には，船の












































































m a i n h a t c h w a y
正面出入り口下の船倉で発見された。
この男にはほとんど何もなされなかった。彼は，


































wo r d s
誓約だったのである。
この宣言は，ニュー・エディンバラ周辺の湿った土地の上に立つすべての
ｄ ｕ ｃ ｋ
人々に向かって読み上げられたが，赤や黄色のズックや色あせた
































i n t e r c e d e
仲介する者がいなく
なった。これまで慰めであり続けた音楽をトランペットで奏でる者，病人た
Ｓｔａ ｎ ｄ ｂ ｕ ｇ ｈ
ちに分かったことを伝える２人の船医の


















































































ｈｕｍ ａ ｎ ｅ
であった。それはもっとも人間的で
enl i g h t e n e d
開明的な（啓蒙的な）性質を持つ法律の制
定をもたらしたが，それは，スコットランド史におけるもっとも腐敗したも
Ｓ ｃ ｏ ｔ ｓ Ｓ ｅ ｃ ｒ ｅ ｔ ａ ｒ ｙ
のの一つでもあった。８年前，ウィリアムは，彼のスコットランド担当大臣
メルヴィル卿に，国王の

























































ｅ ｎ ｊ ｏ ｙ
「彼＜国王＞には向かう者は誰であれ，






























































































mot i o n
動議
が，３時間にわたり熱心に議論された。その間，シーフィールドの言い方で












ｐ ａ ｓ ｓ
成員を選出するよりも，



























































































































ウ４５）が，『スコットランド王立会社の事業についての詩歌A Poem upon the



















provinc i a l g o v e r n o r s
教区管内総督たちが理解させるの
に失敗したことによって，悩まされていた。







































le v i e s
兵士の一群が待ち構えていた。しかしながら，一旦







































































































































































































































































f i x e d
構え，
ｃ ｏ ｃ ｋ ｅ ｄ
撃鉄を引いたマスケットを装備した，６０名の部下たちを，隊列を広げて接
近し，奇襲を目論んだ。この大胆な行動が


























































ｄｅ ｌａ Ｖ ｅ ｇ ａ
デ・ラ・ヴェガによって決着がつけられた。シャルルロワ５３）の戦いから，

















ｂ ｙ Ｇ ｏ ｄ
した
sign o f t h e c r o s s
十字架の印，われわれの主である神に誓って，彼は宣言し誓いを立てる
のです」。カリゾーリ５４）を含む他の士官たちは，










































































































Ｄ ａ ｒ ｉ ｅ ｎ ｏ Ｍａｔｏｌｅｍｅ
カレドニア評議会と，ダリエーノ川とマトレーム川周辺の土地と財産を
有する住民たち，すなわちインディアンたちの酋長であると同時に最高




























































































































d o n g e o n
地下牢
や
i r o n s
土牢に別々に放り込まれた。」
「もしも人が病気となっても，その日その人には食べ物が何もなかった………」
カレドニア，１６９９年３月，ならびに４月
＜続く＞
３．あとがき
いったん「世界のはて」の土を踏んだ一行が，第二次遠征隊を乞うて，帰
国した。スコットランド人たちに今後いかなる命運が開けるのか？この物語
の次の焦点である。
これまでの補注「バッカニーアbuccaneer」と「プライヴァテーア
privateer」：前者は，海賊と訳される。後者プライヴァティーアは，私拿
捕船，私掠船とも訳され，戦時，敵船の攻撃・捕獲の許可を政府から得てい
る民間の武装船。イングランド国王のお墨付きを有する点で，前者と異な
る。後者の典型が，キャプテン：フランシス・ドレイク（１５４５-１５９６）であ
る。ドレイクは，西インド諸島のスペイン植民地略奪に私掠船長として活
躍。１５７７-８０年，世界一周にマゼランに次いで成功。後，英国艦隊の司令官
としてスペイン無敵艦隊を撃破した。
前者は，１７世紀後半，カリブ海でスペイン植民地，その商船を襲撃した
イギリス，フランス，オランダの海賊。本翻訳でも頻出する『世界周航記』
の著者ウィリアム・ダンピア，さらに本書『ダリエン』において原住民たち
の習俗に通じて，スコットランド人たちと親しくなった，ライオネル・ウェ
翻訳：ジョン・プレブル，ニュー・エディンバラの建設，
第一次遠征隊の帰国 ２０７
イファたちのことである。
トルブースtoolboothは紆余曲折したが，スコットの『ミドロウジアンの
心臓───ディーンズ兄妹の生涯───』（玉木次郎訳，岩波文庫）を参照
して，それに従うことにする。
Captainなる英語には，複数の意味がある。基本は，頭を意味する，caput
なるラテン語に由来すると思われるが，統率者には，様々なものがありう
る。民間人と区別して，軍人の階級を意味する。陸海軍では力点が異なるら
しく，大尉，大佐の意味。海上での，船長，艦長。飛行機はこの時代には存
在しないが，機長とかパイロット。列車の車掌。鉱山監督。スポーツでの
キャプテン。経済界の有力者。などなどである。この書物でも，状況に応じ
て，船長，軍人の大尉，大佐，アメリカ大陸現地での酋長などの判断が必要
であった。
原書p．１６７にサンミゲル湾が登場する。ダンピアの『周航記』岩波文庫版
（上）。巻末付録には，ユカタン半島からダリエン湾をも含む地図があり，ホ
ンジュラス南西端太平洋岸にサンミゲル，また現エクアドル太平洋岸にサン
ミゲル湾があるが，本書にいうサンミゲル湾は後者であろう。南北を貫く山
脈を越えればダリエン湾へは，そこから東に一直線である。
（わたなべ・くにひろ／関西学院大学大学院経済学研究科 非常勤講師／
２０２１年４月２日受理）
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